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要  約 
 

 河川内工事では，出水時に作業継続の可否や避難を判断するために，水位予測技術が必要とされている。

本研究では，力学系理論に基づく河川水位予測手法によって現場周辺の水位を予測するシステムを導入し，

水位の流量への換算および 4 段階の水位・流量レベルの設定を行うことで，現場の安全管理や施工管理に

使えるようにした。本システムは，現場における各種作業の実施・継続可否判断に有効に活用されている。 
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 Ⅰ．はじめに 
 河川内工事では出水時に作業継続の可否や避難を判断す

るために水位予測技術が必要とされている。河川の水位予測

は主に物理モデルによって行われてきたが，地形データが必

要であることや計算時間が長いことなどの課題があった。近

年では機械学習などのデータ駆動型の水位予測手法 1)の実

用化が進んでいる。これらは地形データが不要で，計算時間

が短いが，未経験の規模の洪水の予測が困難な場合が多い。 

筆者らは，大河津分水路新第二床固改築Ⅰ期工事を対象と

して，データ駆動型の水位予測手法の中でも，未経験の規模

の洪水に対して安定した予測精度を持つ力学系理論に基づ

く河川水位予測システム 2)を適用し，現場の安全管理や施工

管理に活用できる仕組みを構築した。 

 
 Ⅱ．力学系理論に基づく河川水位予測の検証 
 １．水位予測手法の概要 

本手法は，河川の水位と流域の雨量が決定論的な力学系に

従うと仮定し，これらの観測データから元の力学系の解の軌

道を再構成し，水位の時系列予測を行う。未経験の洪水に対

しても，再構成した解の軌道を参照して過去の洪水との乖離

を把握することで予測が可能である。水位観測データがない

地点の水位予測はできないが，本手法によって工事地点周辺

の水位観測所の水位を 6 時間後まで予測することができる。 
 ２．事前検証 

現場に近い水位観測所である信濃川渡部水位観測所の水

位を予測対象として，事前に精度検証を実施した。水位デー

タは国土交通省水文水質データベースより取得し，雨量デー

タは気象庁 1km メッシュ解析雨量を使用した。2006 年 1 月

から 2015 年 3 月までのデータでモデルを構築し，2015 年 4
月から 2019 年 6 月までのデータで検証した。 

6 時間後の水位に影響を与える上流の水位および雨量の範 
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Fig.1 水位・雨量データの入力範囲 

（Input Area of River Water Level and Rainfall Data） 
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囲は，河川によって異なる。そのため，機械学習手法である

ランダムフォレストによってデータの入力範囲の検討を行

い，影響が大きかった Fig.1 の範囲の水位・雨量を入力とす

るモデルを構築したところ，6 時間後まで精度良く予測がで

きた（Fig.2）。水位 8.0m を超える 10 の洪水イベントに対す

る 6時間後の予測値の二乗平均平方根誤差も 0.18m と小さく，

実適用に十分な精度が確認された。 
 

 Ⅲ．河川水位予測システムの現場への適用 
構築したモデルを使用した河川水位予測システムを 2019

年 10 月から現場へ導入した（Fig.3）。出水時の避難判断に加

えて，河川の流速の影響を受ける作業の実施・継続可否の判

断に使用するため，水位流量曲線を用いて水位と流量を換算

し，次の 4 段階の水位・流量レベルを設定した。 
「作業を一時中止するレベル」および「避難判断レベル」

は，上流の水位観測所である大河津水位観測所の水防団待機

水位および氾濫注意水位に相当する水位とした。「潜水作業

が可能なレベル」および「台船作業が可能なレベル」は，そ

れぞれの作業限界となる流速（0.5m/s および 1.0m/s）を河川

形状をもとに換算した流量とした。 
システム適用後の出水事例（Fig.4）においても，6 時間先

の水位が良好に予測できており，本システムは，河川内工事

現場における避難判断および各種作業の実施・継続可否判断

に有効に活用されている。 
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Application of a River Water Level Prediction System to a River Work Site 
 

Tomoaki Itaya, Yumi Shimbo, Nobuyuki Iwamae1) and Kazuki Suzuki 
 

It is important to predict river water level in order to make an evacuation decision during 
river works. In this study, a river water level prediction system using dynamical system 
theory was applied to a river work site. The system was customized to show the probability of 
exceeding four working limit levels, and is now being used effectively for construction 
management of the river work site.

Fig.2 水位予測時系列 

（Time Series of River Water Level Prediction） 

Fig.3 河川水位予測システムの画面 

（User Interface of River Water Level Prediction System） 

Fig.4 実測水位と予測水位の比較（システム適用後） 

（Comparison of Observation and Prediction after Application）

─ 178 ─

鹿島技術研究所年報　第68号


